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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、19世紀末のチェコ政治および（ハプスブルク君主国の非ハンガリー
部分である）オーストリア政治で活躍したヨゼフ・カイツルを研究し、彼の政治思想や政治指導においてリベラ
リズムが重要な役割を果たしていることが指摘された。それを踏まえて、特に1890年代前半のチェコ政党政治を
検討した結果、突如チェコ政治の支配政党となった青年チェコ党においてカイツルをはじめとする現実路線を探
る勢力が、それまでのチェコ政党政治にはなかった新たな路線を同時期に模索していたことが明らかにされた。
最終的に彼らが提示した路線が、当時のオーストリア政治において一定のアクチュアリティがあることを示し
た。

研究成果の概要（英文）：In this research project, I researched Josef Kaizl, who was active in Czech 
politics and politics in Cisleithanien at the end of the 19th century, and noted that liberalism 
played an important role in his political thought and political leadership. Based on this, the study
 of Czech party politics, especially in the first half of the 1890s, revealed that Kaizl and his 
colleagues exploring a pragmatic and realistic line in the Young Czech Party, which suddenly became 
the dominant party in Czech politics, were simultaneously seeking a new line that had not existed in
 Czech party politics up to that time. Ultimately, the line they proposed was shown to have a 
certain degree of actuality in politics of Cisleithanien at the time.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題の意義は、それまで十分に研究されてこなかったカイツルを研究することを通じて、彼がチェコ政治
やオーストリア政治で果たした役割を再確認するとともに、1890年代前半のチェコ政党政治の新たな解釈を提案
したことにある。特に、ナショナリズムをことさらに強調することなく、当時のチェコ政党政治とオーストリア
政党政治を分析する可能性を提示したことも学術的な貢献として挙げることができる。民族対立がいまだに続く
現代社会において、マルチナショナルな国家における政治を政治的な手法で解明することは、現在の問題の解決
に一石を投じるものと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 東中欧史およびハプスブルク君主国史では、近年であればナショナル・インディファレンス
（national indifference、国民的無関心）に代表されるように、ナショナリズムや国民形成に関す
る研究は進展している。また、近世ヨーロッパにおける複合国家研究もさかんに行われており、
その成果をもとにして近現代における主権国家や帝国秩序の見直しも進められている。特に、ジ
ャドソンは、「帝国」としてのハプスブルク君主国と同国における各ネイションのナショナリス
トとの間の相互依存関係を明らかにしている（Judson 2016）。しかし、以上のような研究の成果
が東中欧およびハプスブルク君主国の政治史、とりわけ比較政治学への貢献を意識したヨーロ
ッパ政治史へ十分に反映されていない。本研究はその隙間を少しでも埋めようとするささやか
な試みであった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、19世紀から 20世紀への世紀転換期のハプスブルク君主国統治下チェコ人居住区
域における名望家政党政治から大衆政党政治への変容を分析する。この目的を達成するために
ヨゼフ・カイツル（Josef Kaizl）に着目した。政治経済学者であったカイツルは、青年チェコ党
の主導的な政治家としてチェコ政治に影響を有していただけでなく、（ハプスブルク君主国の非
ハンガリー部分である）オーストリア政治においてもチェコ人政治家を代表する政治家とみな
されていた。彼の政治指導や政治理念等を分析することにより、同時期のチェコ政治とオースト
リア政治の変容の動態と要因を明らかにしようとした。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、文献調査に依拠したものである。比較政治学や歴史学の二次文献を精査することを
通じて、本研究の分析視角を明らかにした。本研究で使用した資料としては、同時代の定期刊行
物（新聞や雑誌）、同時代人や分析対象者自身が記した研究書や小冊子などが挙げられる。 
 
４．研究成果 
 本研究では、他の有力なチェコ人政治家との比較も踏まえて、まずはカイツルの思想や政治指
導を検討した。チェコ人政治家とナショナリズムの関係はチェコ史の研究文献では常に触れら
れるが、カイツルの場合、ナショナリズムよりもむしろ古典的なリベラリズムへの傾倒に着目す
べきである。カイツルは、経済圏としてのオーストリアの可能性に強く期待しており、その維持
と拡大、さらには同国における社会・経済的な近代化の推進役を国家に期待していた。もっとも、
経済的自由の信奉者として彼の考える国家は「小さな」ものであった。 
 それゆえ、チェコ人社会および経済の発展のためには、オーストリア政治においてチェコ人政
治家が数に比した影響力を維持するとともに、中央官庁におけるチェコ人官僚を増加させるこ
とと政府にとってチェコ人政党が信頼しうる交渉相手となることは、カイツルにとって重要か
つ自明であった。また、バデニ（Kasimir Badeni）政権の試みに代表されるチェコ人リベラル（青
年チェコ党）とドイツ人リベラルとの提携という構想自体にはカイツルも肯定的に評価してい
た。しかし、リベラリズムへの信頼を前提としたカイツルの考えは彼の同僚である青年チェコ党
の議員に必ずしも共有されたわけではなかった。また、カイツルはカリスマ的な政治家というこ
とはできず、党務に関して彼の理解者が中心的な役割を担っていた。結果として自らが主導した
政府との交渉の結果をプラハで党務に従事する政治家たちに受け入れさせることに苦労したの
であった。この点はカイツルの政治指導の限界の１つであった。 
なお、近年、ネオリベラリズムの思想的源流を第一次世界大戦前のハプスブルク君主国の経済
学者およびその薫陶を受けた後世の経済学者にもとめる研究が存在する（スロボディアン 2024）。
カイツルは、その代表的な人物の一人であるルートヴィヒ・E・ミーゼスよりも一世代前の経済
学者であったとはいえ、彼らと通底する考えを有していた。ある思想の源流を探ること自体に対
して抑制的であるべきだが、カイツルと彼が活躍した 19世紀末の思想状況を検討する価値はあ
ると思われる。 
 以上のようにカイツルの思想や政治思想を明らかにしたうえで、本研究では 1890年代以降の
チェコ政党政治について再検討した。政府の仲介によるドイツ人政治家と老チェコ党議員によ
るいわゆるウィーン和協に対する批判票を一手に引き受けて選挙でほぼ完勝したことにより、
老チェコ党に代わり新たにチェコ政治を支配することになったのが、選挙の直前にカイツルが
入党した青年チェコ党であった。老チェコ党に対する批判の受け皿となった結果、青年チェコ党
は、それまでの急進的なナショナリズムを唱える勢力に加えて、農業利益に代表される各種利益
や知識人、旧老チェコ党の議員までの非常に幅広い勢力を党内に抱え込んだ。従来の研究では、
以上の点を指摘したうえで、青年チェコ党内における急進的なナショナリズムを掲げる勢力と
政府との協力をも視野に入れた穏健派の主導権争いや男性普通選挙権の要求をめぐる党内情勢
部分利益や学生を中心とする進歩主義勢力と青年チェコ党との関係に焦点があてられてきた。 
 それに対して、政府党体制と在野党に関する議論（藤原 1984）などを参考にした本研究は、



チェコ人のナショナルな要求や政府に対する姿勢をめぐって青年チェコ党内に急進派と穏健派
が存在したという二項対立だけでは当時のチェコ政党政治を理解することができないことを指
摘した。確かに、青年チェコ党の創設者世代の多くは、チェコ人のナショナルな要求の完全な実
現を求めることに意義を見出し、政府と妥協することに反対した。しかし、カイツルを含む政府
との交渉を厭わない勢力は、単に政府との協力の必要性を訴えるだけでは政治生命すらも危う
かった。なぜなら、老チェコ党がその後も党勢を回復できないほどの大敗を喫したのは、まさに
政府との交渉と協力を通じて要求の一部でも実現することを目指す路線に自縄自縛されたから
であった。青年チェコ党内の政府との交渉を厭わない勢力は、党の創業者世代の「地の塩」政党
路線でもなく、老チェコ党の「ボス交」政党路線でもない第三の路線を探さなければならなかっ
たのである。そのような路線はすぐに見つかるものではなく、カイツルらの政府との交渉を厭わ
ない勢力は、青年チェコ党が政党としての体裁を整えるべく、党の組織化と党内における自らの
立場の確立を目指したのであった。彼らによる成果は、多くの研究が指摘するとおり、簡潔なが
らも党の綱領を明示的に打ち立てたニンブルク綱領（1894 年）やカイツルによる帝国議会の演
説で提示された「段階的な政治」路線（1895年）であった。 
 ニンブルク綱領も「段階的な政治」路線についても、チェコ人のナショナルな要求が穏健的か
つ現実的な方向に変化したことが強調されている。その点も無視できないとはいえ、これらにつ
いては、「地の塩」でも「ボス交」でもないかたちで、青年チェコ党がオーストリア政治のアク
ターとしての自己認識を確立しえたことが重要である。その一つの例として、青年チェコ党がド
イツ人リベラルとの提携を視野に入れるようになったことが挙げられる。バデニの政権構想は、
バデニ言語令によるナショナルな対立の激化ゆえに後世からは否定的に評価されがちだが、同
時代的には一定のアクチュアリティがあったといえる。 
 ただし、失敗に終わった青年チェコ党とドイツ人リベラルの提携が、実現したとしてもオース
トリアの民主化やさらなる自由化に結び付かなかった可能性は考慮する必要がある。カイツル
は、中央省庁におけるチェコ人官僚の増加を目標に掲げていたが、この路線は政党による官僚機
構への浸透とパトロネージの確立と紙一重であった。実際、20 世紀初頭のオーストリアの官僚
は、自由主義的ではあるが権威主義的というヨーゼフ主義に支えられた自律性と専門性を有し
ていたにもかかわらず、政党からの浸透を防ぐべき脅威として取られていた（Deak 2015）。また、
オーストリアにおいても、個々の議員と選挙民、官僚との間に存在したマイクロな利益媒介など
のクライエンティリズムが広がっていたことを考慮すると、バデニの下での青年チェコ党とド
イツ人リベラルの提携がオーストリアにおける無定形な中道派の形成という慣行の開始となっ
た可能性は十分にありえた。バデニ言語令によるナショナルな対立の激化は、期せずしてこの可
能性を後退させたのであった。 
以上の議論により、チェコ政党政治およびオーストリア政治におけるカイツルの重要性とと
もに、1890 年代以降のチェコ政党政治のより確からしい解釈を本研究課題は提示することがで
きた。 
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